
   

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒907-0024 

石垣市新川 2212-9 

TEL 0980-87-7747 

FAX 0980-87-7748 

- 

 

○ 新川児童館は、０～１８歳未満のすべての子どもが利用することができます。 

○ お子さんを預かる施設ではないため、利用時の来館・退館時間はご家庭で約束（帰る時間等） 

をした上でご利用ください。 ※未就学児は保護者の同伴が必要です。 

○ 来館の際は帽子と水筒を持参してください。お金を渡すのではなく、水筒を持たせましょう。 

○ 駐車場が満車の際は、他に停める場所はありません。徒歩か公共交通機関をご利用ください。 

【開館時間 １０：００～１2：００  /  13:00～18：00 】 

 

 

「音楽クラブ」：合唱練習もしてます

♪ 

「中高生の居場所」：この日は 54名で大賑わい。 

プルメリアの種を植えました。 

「遊戯室」：大慌てのマットリレー 

「中高生の居場所」：卓球も人気 「プレイルーム」：たまには室内遊びで休憩 

「韓国語クラブ」：キーホルダー作り 

「乳幼児」：父の日制作 

こども→「今日友達のお家行ってゲームして遊ぶ～」 先生→「ゲーム以外は何したの？」 こども→「・・・。」 という会話がよく

あります。これ違和感ありませんか？果たしてゲームは遊びでしょうか？答えはゲーム＝娯楽です。実は娯楽と遊びには明確な違いがあ

るんです。今回はこれを説明したいと思います。 

まず、「娯楽」は受動的（受け身）で非日常的。エンターテインメント性が高く刺激性が強いものです。（ゲーム、YouTube、スマホ、ショ

ッピング、SNS,,,等々）毎日こればかりだと心配になりますよね      （ゲーム依存。他者との関わりの減少…等。） 

次に「あそび」は、子ども自身の“やってみたい”という動機から、自発的に始まる体験です。つまり、あそびは日常的、また能動的（自発

的）であり、経験を蓄積しながら継続していくもの！なんです。（鬼ごっこ、縄跳び、などの協同遊び集団遊びのようなもの） 

私達大人は、遊びの中で体力をつけ、努力の先の達成感を知り、社会性を身に付けています。その上で、時代とともに大人になった

今、娯楽を自らの意思で選んでいます。しかし、娯楽を先に与えられた子どもはどうでしょう？子ども時代にすべき、子どもらしい経験

をしないまま、身につけるべき能力を育む機会がないまま、娯楽を手にしている子ども達が沢山います。そうならない為にも、今しかで

きない「子どもらしい遊び・生活」を段階的に経験させてあげてください。 子どもには、自ら成長しようとする力が備わっています。

我々大人がその営みを阻害しないような環境づくりをしていきたいですね。 

「芝生広場」：リレーで汗だく

       

ひとり遊び 何もしていない 傍観的行動 連合遊び 協同遊び 
集団遊び 娯楽 並行遊び 

この間に発達するべきものを、獲得できずに飛び越えてしまう 

遊びの発達段階 

例えば、この段階で娯楽を覚えると… 



 

運営 一社）サポートセンターHOPE 


